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［目　的］
迷路は身体平衡保持だけに作用するのではなく、眼球の平衡をも維持している。つまり、頭部を動
かしながら眼前を移動する物体を目で追う際、あるいは眼前の静止する物体を固祝する際、これらの
固視が十分遂行されるように眼球の動きを助けるものと考えられている。そこで、本研究では一定の
祝刺激を与えている際、頭部に対する一定の振子様回転刺激を同時に負荷し眼球運動に対する迷路の
影響を検討し、迷路の眼球運動に対する生理的役割を明らかにしようとした。
［対象、方法］
対象は、難聴、耳鳴、めまいの既往なく純音聴力検査、平衡機能検査にて異常を認めない正常人と
聴神経腫瘍、メニエール病等により一側迷路機能廃絶となった患者である。
装置は、水平方向に振子様回転する椅子とその椅子に固定された視刺激用のスクリーソとで構成さ
れている。視刺激は椅子の上方にあるプロジェクターからスクリーソに投影される垂直の線条で与え
られる。椅子とプロジェクターはそれぞれ別々のモーターで回転し、振子様回転する椅子の回転とは
無関係に∴一定角速度の視刺激が与えられる。椅子の振子様回転は、周波数0．1I立、最大角速度30。／s
ecで、視刺激は角速度30。／sec、900／secで行った。また、頭部を能動回転させながら一定の視刺激
を与えられるように視刺激用の円筒とその動力モーターを頭部に固定できる装置も用いた。眼球運動
は限振電図で記録し、限振緩徐相速度と眼位を求めた。
視刺激と視運動性限振の方向は、水平方向、垂直方向（頭部に対して）とし、頭部を受動的に振子
様回転した場合と，能動的に振子様回転した場合について検討した。
［結果、考案］
1．正常人において、水平方向の振子様回転と祝刺激を同時に与えた場合、視刺激と頭部が反対方向に
回転する相で、視運動性眼振が促進された。一方、視刺激と頭部が同方向に回転する相では、視運動
性限振が仰制された。視運動性限振が仰制される割合は、促進される割合よりも大きかった。この理
由は、促進される場合、眼球速度は視刺激速度より大きくなりにくいのに対し、抑制される場合は固
視がより一層困難になるためと考えた。眼球振造野については、本来限振は眼前を動く線条を一本一
本見るために出現するものであり、次に網膜上に現れる線条を捕らえるためには、急速相側に眼球が
移動することが好ましいのであるが、本研究では緩徐相側に振造野があった。これは、視刺激が900／
secとやや速いためと考えた。
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頭部を傾け、限富縦軸がほぼ水平となるようにして被験者の頭部に対して垂直方向の振子様回転と
視刺激を同時に負荷した場合、水平方向と同様に促進、抑制の二相が認められた。しかし、促進効果
は水平方向とはぼ同様であったが、抑制効果は小さかった。これは、垂直半規管の反応性が水平半規
管の反応性より弱いためと考えた。
2．－側迷路機能廃絶例において、水平方向の振子様回転と視刺激を同時に負荷した場合、健耳に膨大
部方向のリソパ流がおこる場合と反膨大部方向のリソパ流がおこる場合とで、視運動性限振の及ぼす
影響の違いが認められ、次の三型に分け‾ることができた。I型：健耳に反膨大方向のリソパ流がおこっ
た場合の反応が、膨大部方向のリソパ流の場合より視運動性限振の促進、抑制作用が弱いもの、Ⅱ型：
健耳に反膨大部方向のリソパ流がおこった場合の反応が、抑制作用についてのみ膨大部方向のリソパ
流の場合より弱いもの、ⅡI型：健耳に反膨大部方向のリソパ流がおこった場合と膨大部方向のリソ
パ流がおこった場合とで促進、抑制作用に差がないもの。この結果とバラニーの回転検査を比較する
と一側迷路機能廃絶後の代償が進むにつれてI型、Ⅱ塾、ⅡI塾と移行することが認められた。すなわ
ち一側迷路枝能廃絶の代償は、視運動性眼振を促進する相からおこると考えられる。代償は刺激を繰
り返すとおこり易くなるが、日常生活では、頭部が動く場合、眼前にある対象は頭部とは反対方向に
動く、本研究でいう促進相がおこり易い状態であるので、この相から代償がおこると考えた。
垂直方向の振子様回転と視刺激を同時に負荷した場合においては、一側迷路機能廃絶例では、健常
側の垂直半規管も同時に刺激されるため正常者との反応の差は認められなかった。
3．水平方向について、頭部を能動的に振子様回転した場合と受動的に振子様回転した場合とにおいて
祝運動性限振に対する影響を検討した。対象は正常人である。迷路の視運動性限振促進作用では、能
動回転と受動回転に差は認められなかった。しかし、迷路の抑制作用では能動回転のほうが、その作
用が小さかった。これは能動回転では、眼球振造野が頭部の回転方向と同方向にあり抑制の初期に眼
球は限振は急速相側に位置し眼球を正中に戻そうとする作用が働くことで視刺激の追視を助けるため
と考えた。
学位論文審査の結果の要旨
迷路は四肢躯幹の運動、平衡に寄与するだけでなく、眼球の運動、平衡をも維持している。従って
迷路機能を平衡保持の観点から評価する為には、迷路機能を生理的眼球運動（視運動性限振）との関
連下で検討することが望ましい。本研究では頭部に受動振子様回転を与えながら一定角速度の視刺激
を加えることのできる装置と、頭部に能動振子様回転と一定角速度の視刺激を与えることのできる装
置を用い、視運動性限振に対する迷路の影響を限振緩徐相速度／視刺激速度を指標として検討すると
共に、この種の検査の臨床応用の可能性に検討を加えている。
本研究により明らかにされた点は次のものである。
1）正常者で迷路は、水平、垂直方向において視運動性限振に促進、抑制作用を示した。但しその
作用の割合は同じ大きさの角加速度刺激であっても抑制作用の方が極めて大きい事がわかった。2）
一側迷路機能廃絶例でも水平方向において正常者と同様に迷路の促進、抑制作用が認められた。しか
し一側迷路棟能廃絶例では回転刺激に対する代償が進むにつれて先ず視運動性限振に対する促進作用、
続いて抑制作用が代償されることが判明し、この検査を臨床診断に用いた場合、従来の回転検査より
迷路機能代償の評価に有用であることがわかった。垂直方向では、一側迷路枚能が廃絶しても迷路の
視運動性限振に及ぼす影響に正常者との差は認められなかった。3）迷路の視運動性限振促進作用に
は頭部の受動振子様回転、能動振子様回転による差は認められなかったが、抑制作用は能動運動にお
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いて小さく、対象の追視が能動運動では受動運動より行いやすいことが示された0
以上本研究では、眼前の移動する事物を網膜上に固定し、明視をたすける視運動性限振に対する迷
路の生理的役割を明らかにすると共に、－側迷路枚能廃絶例における迷路の代償過程を従来の回転検
査より詳細に示し、今後の本検査の臨床応用に道を開いた。本研究は学位論文として価値あるものと
認める。
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